
 

こ
こ
に
新
円
寂
玉
錬
院
鳳
扇
亀
翁
居
士
こ
と
故
久
保
田
亀
太
郎
殿
、
大
正
四
年
九
月
二
十
四
日
、
八
王
子
は
中
野
上
町
な
る
現
在
地
に
、
久
保

田
文
太
郎
・
ヌ
イ
夫
妻
の
長
男
と
し
て
生
を
受
く
。 

 

幼
き
頃
を
両
親
の
慈
愛
の
も
と
大
ら
か
に
育
ま
れ
つ
つ
、
然
る
べ
き
学
業
終
え
し
の
ち
、
某
撚
糸
工
場
に
奉
公
な
し
た
る
も
の
ら
し
。
往
時
の

事
ど
も
、
今
は
昔
、
定
か
な
ら
ざ
る
こ
と
多
し
。 

 

の
ち
昭
和
十
二
年
、
故
人
二
十
二
才
、
撚
糸
業
に
て
独
立
す
。
翌
十
三
年
、
縁
あ
り
て
フ
ミ
殿
と
出
逢
い
結
婚
す
。
而
し
て
家
に
三
男
・
一
女

を
挙
ぐ
。
ま
た
フ
ミ
殿
の
実
家
の
生
業
、
古
物
商
な
る
を
以
て
、
撚
糸
業
と
兼
業
す
る
に
至
る
。 

 

や
が
て
戦
雲
暗
く
こ
の
国
を
覆
う
時
代
の
来
た
り
て
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
す
。
の
ち
戦
況
悪
化
す
る
に
従
い
て
、
徴
兵
年
齢
も
徐
々
に
上
が
り
、

既
婚
者
と
て
例
外
は
な
し
。
か
く
て
亀
太
郎
殿
の
も
と
に
も
、
赤
紙
の
舞
い
来
た
り
て
、
昭
和
十
八
年
某
月
、
故
人
二
十
八
才
、
出
征
、
北
海
道

方
面
に
配
属
、
宗
谷
に
乗
艦
す
。
戦
後
、
南
極
観
測
船
と
な
る
、
か
の
宗
谷
、
当
時
は
海
軍
籍
を
有
し
、
兵
員
及
び
物
資
の
輸
送
の
特
務
艦
な
る

と
か
。 

 

当
初
は
北
方
に
て
輸
送
業
務
を
な
す
も
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
ラ
バ
ウ
ル
方
面
に
移
動
す
る
こ
と
多
し
。
か
く
な
る
う
ち
に

も
、
宗
谷
強
運
、
運
つ
よ
き
船
な
り
。 

 

亀
太
郎
殿
出
征
し
た
る
昭
和
十
八
年
一
月
、
僚
艦
二
隻
と
南
方
を
航
行
中
、
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
、
二
隻
は
沈
没
、
宗
谷
被
弾
す
る

も
幸
い
に
も
不
発
、
の
ち
護
衛
の
駆
潜
艇
の
爆
雷
に
よ
り
、
当
核
潜
水
艦
は
撃
沈
さ
る
と
か
。 

 

ま
た
回
避
航
行
中
に
座
礁
し
、
空
爆
を
受
け
船
体
損
傷
、
乗
員
数
名
死
亡
の
損
害
あ
れ
ど
も
、
翌
日
の
満
潮
に
離
礁
、
救
命
ボ
ー
ト
の
乗
員
再



び
乗
艦
、
か
ろ
う
じ
て
難
逃
れ
し
こ
と
も
あ
り
。
そ
の
後
敗
戦
間
近
、
横
須
賀
の
ド
ッ
ク
に
係
留
中
、
敵
襲
に
あ
い
機
関
室
に
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

落
下
、
幸
い
に
も
爆
発
免
れ
る
な
ど
、
数
々
の
伝
説
の
あ
る
船
な
り
。 

 

さ
れ
ば
南
極
観
測
船
と
し
て
、
候
補
に
上
り
た
る
時
、
当
時
の
日
本
ま
だ
貧
し
き
時
代
、
宗
谷
は
か
な
り
の
老
朽
船
、
さ
れ
ど
そ
の
船
暦
の
強

運
を
見
込
ま
れ
て
、
採
用
さ
れ
た
る
も
の
ら
し
。
海
に
生
き
る
男
達
の
心
、
垣
間
見
る
思
い
す
。
亀
太
郎
殿
も
宗
谷
の
乗
員
な
り
し
こ
と
大
い
に

誇
り
に
思
い
、
の
ち
の
ち
ま
で
語
り
給
い
し
も
の
ら
し
。 

 

こ
れ
を
大
修
理
し
て
、
砕
氷
船
に
改
造
、
果
た
し
て
南
極
に
た
ど
り
着
け
る
か
と
案
ず
る
人
々
多
い
な
か
、
乗
り
出
し
た
る
由
、
の
ち
の
物
語

は
今
日
多
く
の
人
知
る
が
如
く
な
り
。 

 

話
戻
り
て
、
亀
太
郎
殿
も
軍
用
輸
送
船
宗
谷
に
乗
り
組
み
、
宗
谷
と
共
に
、
艱
難
辛
苦
の
末
、
幸
い
に
も
、
室
蘭
港
に
て
、
無
事
、
終
戦
を
迎

え
た
る
も
の
な
り
。
そ
の
後
、
半
年
な
い
し
一
年
ほ
ど
、
小
樽
・
樺
太
間
の
引
揚
船
の
乗
員
勤
め
た
る
の
ち
復
員
す
。 

 

さ
て
復
員
し
て
し
ば
し
撚
糸
業
と
古
物
商
を
生
業
と
な
す
も
、
昭
和
二
十
六
年
に
い
た
り
て
古
物
商
一
本
に
絞
る
。
業
務
と
な
す
は
製
鋼
原
料

と
し
て
重
要
な
廃
鉄
材
の
収
集
、
加
工
処
理
と
な
し
、
徐
々
に
そ
の
規
模
拡
大
す
。 

 

テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た
ご
く
初
期
、
ま
だ
街
頭
テ
レ
ビ
に
人
々
、
見
入
っ
て
い
た
頃
、
ム
ラ
ウ
チ
電
気
よ
り
テ
レ
ビ
を
購
入
、
力
道
山
は
じ

め
プ
ロ
レ
ス
全
盛
時
代
、
大
勢
の
隣
人
押
し
か
け
、
久
保
田
家
の
子
供
達
見
る
こ
と
叶
わ
ず
。
ま
た
人
の
重
み
に
床
抜
け
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

亀
太
郎
殿
の
人
情
味
ゆ
た
か
な
面
倒
見
良
き
性
格
の
あ
ら
わ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
り
。 

 

古
物
商
と
し
て
の
形
態
も
廃
鉄
材
の
収
集
の
た
め
の
リ
ヤ
カ
ー
を
業
者
に
貸
与
す
る
な
ど
、
徐
々
に
問
屋
化
し
、
鉄
工
場
な
ど
も
設
備
不
十
分



な
る
時
代
、
資
金
融
通
す
る
な
ど
し
て
、
互
い
の
発
展
に
貢
献
す
。 

 
そ
の
傍
ら
、
民
謡
踊
り
美
扇
流
を
学
び
、
つ
い
に
は
名
取
り
に
ま
で
上
り
つ
め
、
八
王
子
祭
り
の
民
謡
流
し
な
ど
に
て
指
導
的
立
場
な
る
と
か
。 

 

ま
た
出
湯
の
宿
を
好
み
て
、
箱
根
・
強
羅
ま
た
伊
豆
長
岡
・
熱
川
な
ど
近
場
の
温
泉
く
ま
な
く
訪
れ
し
も
の
ら
し
。
か
く
の
如
く
に
物
見
遊
山

楽
し
む
と
い
え
ど
も
、
故
人
、
酒
・
た
ば
こ
・
賭
け
事
一
切
な
さ
ざ
る
人
な
り
き
。 

 

家
業
に
於
い
て
は
、
愛
児
ら
を
後
継
者
と
し
て
育
み
、
機
熟
し
た
と
み
る
や
、
責
任
を
長
男
義
男
殿
、
次
男
武
夫
殿
、
三
男
貞
夫
殿
と
次
世
代

に
任
せ
、
六
十
代
に
か
か
り
た
る
頃
リ
タ
イ
ア
す
。
ま
た
長
女
絹
江
殿
に
は
旅
館
業
経
営
を
任
せ
る
な
ど
、
子
ら
大
切
に
思
う
心
の
あ
ら
わ
れ
な

り
。 

 

す
べ
て
任
し
た
る
後
は
、
自
ら
を
隠
居
の
身
と
悠
々
自
適
と
老
い
を
養
い
つ
つ
も
、
平
成
二
年
、
永
年
連
れ
添
い
た
る
妻 

フ
ミ
殿
を
鬼
籍
に

送
る
こ
と
あ
り
。
そ
の
後
は
心
に
悲
し
み
を
秘
め
つ
つ
も
、
日
々
を
飄
々
と
送
り
給
い
し
と
か
。 

 

五
年
前
、
三
年
前
に
は
、
い
さ
さ
か
に
四
大
乱
し
て
、
危
篤
の
報
せ
受
け
る
こ
と
あ
る
と
い
え
ど
も
、
か
の
大
戦
に
乗
艦
せ
る
宗
谷
に
あ
や
か

り
た
る
か
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
し
の
ぐ
。
そ
の
間
に
て
も
故
人
の
心
な
ぐ
さ
め
る
は
、
遅
き
子
持
ち
の
貞
夫
殿
の
三
人
の
子
ら
、
日
曜
ご
と
に

家
訪
れ
る
を
心
待
ち
て
、
故
人
購
い
た
る
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
、
家
中
遊
具
だ
ら
け
の
な
か
、
孫
ら
遊
ぶ
姿
な
が
め
る
を
至
上
の
喜
び
と
な
し
た
り
。 

 

さ
れ
ど
九
十
五
才
を
迎
え
た
る
一
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
さ
す
が
に
老
い
の
影
し
の
び
よ
り
て
、
こ
の
八
月
末
に
病
舎
に
伏
す
。
一
門
、
心
尽
く

し
て
そ
の
恩
に
応
え
ん
と
、
見
舞
い
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
介
護
に
励
む
と
い
え
ど
も
、
寄
る
年
波
の
故
に
も
あ
ら
ん
か
、
命
の
灯
徐
々
に

う
す
れ
ゆ
く
風
情
、
か
く
て
あ
る
朝
九
十
六
才
を
一
期
に
北
邙
の
風
に
ゆ
ら
り
ゆ
ら
め
い
て
黄
泉
の
客
と
な
る
。 


